
　

薪
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
と
な
る
薪

は
、
再
生
可
能
な
木
質
資
源
で
、

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
増
や
す

こ
と
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出

す
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
燃

料
で
す
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
木
材
の
利

用
を
積
極
的
に
進
め
る
取
組
の
一

環
と
し
て
、
新
た
に「
消
費
者
の
部

屋
」に
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
ま
し

た
。

　
１
月
27
日
㈪
に
は
、
木
材
利
用

ポ
イ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
大
使
で
あ
る
乃
木

坂
46
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
火

入
れ
式
」を
開
催
し
、
薪
ス
ト
ー
ブ

の
使
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
資
源
を
有

効
に
活
用
し
、
身
近

な
日
常
生
活
か
ら
エ

コ
を
進
め
ら
れ
る
薪

ス
ト
ー
ブ
は
、
木
材

利
用
ポ
イ
ン
ト
の
発

行
対
象
に
も
な
っ
て

お
り
、
最
近
で
は
、

燃
焼
効
率
が
良
く
、

排
気
ガ
ス
も
き
れ
い

な
薪
ス
ト
ー
ブ
も
登
場
し
て
い
ま

す（
本
誌
12
月
号
参
照
）。

　

今
回
農
林
水
産
省
に
設
置
さ
れ

た
薪
ス
ト
ー
ブ
も
そ
の
よ
う
な
製

品
の
一
つ
で
、
薪
を
燃
焼（
一
次
燃

焼
）さ
せ
た
際
に
、
燃
え
切
れ
な
か

っ
た
可
燃
性
ガ
ス
を
、
燃
焼
室
上

部
に
空
気
を
送
り
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
燃
焼（
二
次
燃
焼
）さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
燃
焼
効
率
を
上
げ

る
と
と
も
に
、
排
気
を
ク
リ
ー
ン

に
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
に
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置

左から乃木坂46のみなさん、沼田林野庁長官、皆川農林水産事務次官、
林農林水産大臣、乃木坂46のみなさん

　

乃
木
坂
46
の
皆
さ
ん
は
、
火
が

入
れ
ら
れ
た
薪
ス
ト
ー
ブ
を
実
際

に
見
て
、「
将
来
、
家
を
建
て
る
こ

と
に
な
っ
た
ら
、
是
非
薪
ス
ト
ー

ブ
を
置
き
た
い
」、「
気
持
ち
が
や

す
ら
ぐ
」な
ど
、
印
象
を
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
薪
ス
ト
ー
ブ
が
設
置
さ
れ
た「
消

費
者
の
部
屋
」は
、
農
林
水
産
省
の

北
別
館
１
階
に
あ
り
、
農
林
水
産

行
政
や
食
生
活
な
ど
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
部
屋
で

す
。
一
般
の
方
も
見
学
可
能（
月
〜

金
の
10
時
〜
17
時（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
。））で
す
の
で
、
興
味
を

お
持
ち
の
方
は
、
是
非
ご
訪
問
く

だ
さ
い
。

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
大
使
を
招
い
て
火
入
れ
式
を
開
催

　

１
月
27
日
㈪
に
は
、
林
農
林
水

産
大
臣
出
席
の
も
と
、
木
材
利
用

ポ
イ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
大
使
の
乃
木
坂
46

の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
火
入
れ

式
」を
開
催
し
ま
し
た
。
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